
平成27年度 平成28年度 平成29年度

109,442 104,762 91,334

平成27年度 平成28年度 平成29年度

23.4% 22.3% 23.7%

平成27年度 平成28年度 平成29年度

15,256 15,234 14,316
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標

値

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

（1）　経営健全性の確保

・改装工事による外観のイメージアップ、及び店内回遊性を向上させ、客数アップを図る。
・新規レジの導入により詳細なデータを蓄積し、人員配置（シフト）や発注業務に活かすことにより、無駄を省く。
・仕入れ先の再構築（特に武蔵野プレミアムの新規仕入れ）。
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過 去 の 実 績

昨年後半,生鮮の値上げにより利益率が向上。

販売利益率

８０，０００千円

（単位：　　　　　％　）

（過去の実績についての説明）

②

財

務

過 去 の 実 績
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財政援助出資団体に対する指導監督の基本方針（平成21年2
月改正）の具体的な取組の該当項目

（給与手当総額）12,000千円

（単位：　　　　千円）

③

内

部

管

理

リニューアルを契機にさらに店舗運営の効率化を図り、支出の大宗をなす人件費の削減を実現する。

・リニュ-アル後、加工品の価格を全面的に見直し、値上げを実施予定。
・商品知識の向上、陳列方法の見直し、店内ＰＯＰの統一化等で価値観を向上させ、値上げの影響を軽減させる。

株主である友好都市からも経営安定化を強く求められており、客数の回復を図り、確実に利益を上げる必要がある。
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平成30年度武蔵野市財政援助出資団体 経営目標様式８

取

組

内

容

（過去の実績についての説明）

団体名

設

定

理

由

等

夏に店内改装工事を行う為、1か月半売り上げがない事を考慮し設定した。
本目標は、平成30年5月28日開催の株主総会において承認された。

有限会社　武蔵野交流センター

①

事

業

（単位：）千円

（1）　経営健全性の確保

取

組

内

容

25%

（5）　人事・給与制度の見直し

（過去の実績についての説明）
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年間売上額

9，10月の悪天候の影響が最後まで響く

取

組

内

容

・ベテランの販売員が退職したため、その分が減額となる。一方、補充のための人員は採用せず、人員配置（シフト）の工夫等により目標を達成さ
せる。
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等

目
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人件費の効率化

過 去 の 実 績


